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『なくすと取り戻せないもの』
講話 ４年担任 伊藤真生

先生が大事にしている写真を一つ見せたいと思います。先生の左側に写って

いるのは、先生のとても仲がよい友達の一人です。この友達から先生はとても

大切なことを教えてもらいました。今日はそのことについて話をしたいと思い

ます。

さて、みなさんは今、なくなってしまったら困るなと感じるものはあります

か？先生は、今まではあまり意識をしませんでしたが、最近になってこれをな

くしてしまったら本当に悲しいことだなと感じているものがあります。さて一

体それはなんでしょうか？

１２月２１日のことでした。二学期の終業式があり、次の日からは冬休みが

始まる日です。その日の夜中３時半すぎに携帯電話に着信が入っていました。

写真に写っている友達からでした。しかし、先生は寝ていて全く電話に気付か

ず、次の日の朝になって初めて電話があったことに気付きました。そんな時間

に電話があるなんて珍しいなと思いながら電話をかけてみました。すると、電

話はつながったものの、友達からの返事がありません。かわりに「ピコン、ピ

コン」や「スー、スー」といった音と、遠くの方で何人かの人が何やら話をし

ている声がかすかに聞こえました。何度も「もしもし」といっても返事がない

ので、一度電話を切り、１０分後にもう一度電話をしました。今度は友達のお

母さんが電話に出ました。そこで初めて、友達が電話に出なかった理由が分か

りました。交通事故で意識がなく重体、命はもう助からないだろうという事で

した。最初の電話の音は治療の音でした。先生は急いで他の友達に連絡をし、

仕事のある友達も早退をしてみんなで病院にかけつけました。集中治療室とい

うところで治療をうけていましたが、それはいつも見る友達とは別人でした。

顔は２倍にはれあがり、肌の色は紫色で見ただけでは友達とは分かりませんで

した。話を聞くと、頭の骨がわれて血が止まらない、ろっ骨は折れて肺につき

ささり自分で呼吸ができないなど、とても悲惨な状態でした。それから先生た

ちはベッドの横で助かってほしいと祈りながら一生懸命に声をかけ続けました。

不思議と声をかけると脈が安定し、このまま良くなってくれるのではないかと

思いました。しかし、夕方になって容体が急に悪くなり、夜の７時２１分に友

達は天国へと旅立ってしまいました。みんなが楽しんでいたクリスマスの頃、

先生はお葬式に参列していました。

この一週間前にも夕ご飯を一緒に食べにいったばかりでした。その時には、

初詣に一緒に行く約束もしていました。そして休みの日にはバーベキューをや

る約束もしていました。いつまでも友達は自分の近くにいる、いつでも会える、

ましていなくなってしまうことなんて考えもしませんでした。

みなさん、隣を見てください。友達がいなくなってしまったら

どうしますか。いつも自分の周りにいる人が急に一生話すことも

できない、一生顔を見ることもできなくなったどうしますか。少

し考えてみてください。



さて、みなさん話を聞いて「なくなってしまったら本当に困るもの」が何か

伝わったでしょうか？それはやはり「命」だと先生は思います。一つの命がな

くなるだけで、何百人何千人という多くの人が深い悲しみを受けることになり

ます。つらい思いをすることになります。ゲームが壊れたら新しく買い直すこ

とができます。失敗をしたら次に失敗をしないように努力をすることができま

す。でも、死んでしまった人を起こすことはできません。命がなくなってしま

っては、それを取り戻すことはできません。ぜひ命を大切にしてください。

そして、命を大切にするとは具体的にどうすることであるのかを考えてみて

ください。それは、『今、この一瞬に全力で取り組むこと』だと思います。先生

は、友達とはまだやりたいことがたくさんあり、今になって、「～の時に～して

おけばよかった」と思うことがたくさんあります。だからみなさんは、今、一

瞬に全力で取り組み、大切に生きてほしいと思います。そうすることが命を大

切にすることにつがるのではないかと思います。もちろんずっと息を抜かずに

頑張り続けては疲れてしまいます。ですから、たまには息を抜きつつ、しかし、

この瞬間を大切にするという気持ちをいつも持ち続けてこれから過ごしていっ

て欲しいと思います。これで先生からの話を終わります。

＜２５年度前期児童会役員選挙＞

２２日（金）に立ち会い演説会と選挙を行い

ました。立候補者は、みな東部小学校がより良

くなるように取り組みたい活動を熱心に伝えることが

できました。この演説を聞いていた児童にも、全校で

協力してがんばっていこうという雰囲気が広がってい

ました。４月から新しい児童会役員を中心に、さらに

立派な東部小学校になるよういろいろな活動が進んで

いくことが楽しみです。
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